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山陰地方におけるリンゴ果実の収穫適期に関する研究

内藤　隆次＊・青才 竜二＊・檀田 尚文＊＊・宮本　健郎＊＊

　　　Proper　T1me　for　P1ckmg　of　App1es1n　San－m　Area

Ryuj1NAIT0，RyuJ1AosAI，H1safum1UEDA　and　Tatsuro　MIYAM＝0T0

　In　order　to　c1ar1fy　the　proper　t1me　for　p1ck1ng　of　app1es　m1ow　a1t1tude　areas

of　San－m　reg1on，the　changes　m▽ar1ous　fru1t　character1st1cs　durmg　maturat1on

were　exam1ned．usmg　adu1t　trees　of‘Go1den　De11c1ous’and‘Fujゴgrown　m　Honjo

Exper1menta1Farm　of　Sh1mane　Un1vers1ty

　In‘Go1den　De11c1ous’，fru1ts　shou1d　be　p1cked　durmg　a11m1ted　t1me，a　few　days

around　October15as　fru1t　soften1ng　progressed　rap1d1y　after　the　t1me　The

durat1on　from　fu11b1oom　to　the　p1ckmg　matur1ty，October15，was166days　In

‘FuJ1’，p1ckmg　matur1ty　began　on　November4and1t　contmued　at1east　unt11

No▽ember14．　It　seems　to　termmate　on　No▽ember25，Judgmg　fro㎜the　fru1t

character1st1cs　and　c11mat1c　cond1t1ons　The　durat1ons　from　fu11b1oom　to　the

begmnmg　and　term1nat1on　of　p1ckmg　matur1ty　were186days　and201days，
respectiye1y．

　Thus，the　proper　t1lme　for　p1ck1ng　m　thls　area　was　extre1me1y　w1d－er　m　Tuj1’

than　m‘Go1den　De11c1ous’　Furthermore，the　dessert　qua11ty　m‘FuJ1’was　fa1r1y

good　and　a1most　equa1to　the　known　standard　one

緒

　リソゴは冷涼な気候に適する果樹であり，わが国では

東北の各県，長野などが主産地である．しかし，わい性

台木の導入など栽培技術の進歩により西日本でのリソゴ
　　　　　　　　　　　　1）
栽培は以前より容易になり，観光果樹としての需要も増

えたため，山陰地方においてもリソゴの植栽が近年増加

している．

　リソゴ果実の発育，成熟が生育中の気象条件により影

響されることは当然であり，同一品種でも収穫適期は地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，3）
域によりかなり異なることが知られている．しかし，こ

れらは北陸以北の既成産地で検討されたものがほとんど

で，山陰地方のリソゴを対象としたこの種の詳しい調査

はまだ行われていない．

　本研究では，山陰地方の平地におげるリソゴの収穫適

期を明らかにする目的で，島根大学農学部附属本庄農場

で栽培されている中生の‘ゴールデソ・デリツヤス’（以

＊栽培植物生産学講座

繍附属農場

下‘ゴールデゾ）および晩生の‘ふじ’を供試し，成熟

過程中の果実の諸形質の変化を調べた．

　　　　　　　　　材料と方法

1．供試樹

　島根大学農学部附属本庄農場の13年生M7台6ゴール

デゾ3樹および13年生M7台‘ふじ22樹を供試した．

2．栽培管理

　本庄農場の慣行法に準．じて行った．

3．調査項目

a．満開期
　頂花芽の80％が咲いた時とし，樹別に観察した．

b．果実の諸形質

　1）調査期問

　‘ゴールデゾでは9月20目（除袋日）より10月20日ま

で，‘ふじ’では10月5目（除袋日）より11月14日まで

とした．両品種とも果実6個を5日おきに採取した．採

取位置は樹の南西側と北東側のほぼ目の高さとし，大き
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第1表食 味判
　　　　4）

定基準
基　準 1　　　食味の内容 1備　考

1 渋味，でんぷん臭が非常に強い． 食用　不適

2 渋味，でんぷん臭がやや強く，酸味も強い．甘味を多少感じる． やや　不適

3 でんぷん臭が若干残るが甘味がある．果汁はやや不足。 可食期
4 でんぷん臭は若干残り，多少酸味は強いが甘味，果汁とも多い． 良　　　好

5 甘酸適和，果汁が多く，食味は非常に良い． 非常に良好

90％以上消失70％以上消失　維管束帯　果心内消失　完全染色
　　　　　　　　　　まで消失

1⑧⑱鰯鰯轡
　　　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
第1図　デリシャス系品種のヨード反応指数の基準

さ，着色などの平均的な果実を選んだ．

　2）果重および果径指数

　果径指数は縦径／横径で示した．

　3）地色および表面色

　農林水産省果樹試験場リソゴ用カラーチャートによ

り，‘ゴールデゾの地色は1～8の8段階，‘ふじ’の

表面色は1～6の6段階の基準で，肉眼で判定した．

　4）果肉硬度

　果実の赤道部の相対する4か所について，果皮を直径

2cm程度に薄く平らに切り取った後，切面にマグネス

テーラー硬度計（プラソジャー7／16イソチ）を一定速

度で垂直に差し込み，測定した．

　5）　でんぷん含量

　果実の子室の真ん中を通るように切断し，その横断面
　　　　　4）
にヨード染色液を塗布した．1時間後にデリシャス系リ
　　　　　　　　　　　　　4）
ソゴ品種のヨード反応指数の基準を参考に，第1図のよ

うに反応を1～5の5段階に区切り判定した．

　6）蜜入り程度

　でんぷん含量の測定に利用しなかった片方の横断果実
　　　　　　　　　　　　　　　4）
を用いて，6ふじ’の蜜入り程度の基準を参考に，第2図

のように蜜入り程度を0～4の5段階に区切って判定し

た．

7）食味

　蜜入り程度判定に供した横断果実の一部を用いた．第
　　　　　　　　　4）
1表に示す食味判定基準写従って2人で食味テストを行

った．

8）可溶性固形物含量（屈折計示度），全糖，還元糖

および遊離酸含量

前項と同じ果実の一部を用いた．果肉を搾汁して得た

1⑧⑧⑧⑧鰯
　　　O　　　　I（極小））　2（小）　　3（中）　　　4（大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
　　　第2図　‘ふじ’の蜜入り程度の基準

果汁について，まず屈折糖度計で可溶性固形物含量を測

定し，次いでuN　NaOHで遊離酸含量を定量した．

さらに中性酢酸鉛で除蛋白した果汁について，全糖，還
　　　　　　　　　　　5）
元糖をSomogyi－Ne1son法で定量した．

　　　　　　　　　実験結果

1．‘ゴールデソ

a　満開期

　満開期は5月2日であった　なお，開花始めは4月27

目，開花期問は1週問程度であった

b．果重，果径指数および地色

　第3図に示すように，果重は9月20日（除袋目）以降

ほぼ直線的に増加を続げ，最終目の1O月20目には420g

に達した．果径指数はこの問にほとんど変化せず，果

地

色
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第3図‘コールテソ・テリシャス’果実の外的成熟
　　現象の推移
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実の縦径，横径の生長がほぼぎっ抗して行われていた．

地色は9月20目以後徐々に増加したが，とくに10月5目

以後の増加が著Lかった．

C．果肉硬度およびでんぷん含量

　第4図下段に示すように，果肉硬度は10月15目の132

ポソドまでは漸減傾向であったが，その後の5目問で3

ポソド激減し10月20目には1α2ポソドとたり，いわゆる

‘‘ポケ果’’状を呈した．ヨード反応指数で示したでんぷ

ん含量は，期間中ほぼ直線的に減少し10月15日には2以

下（70％以上消失）となった．

d．可溶性固形物，全糖および還元糖含量

　第4図中段に示すように，可溶性固形物含量と全糖含

量は10月上旬まで増加を続げた．その後10月15目まであ

まり変化がなく，15目から20目の問に再び増加を示し

た．20目（最終目）の可溶性固形物含量は12．3％，全糖

含量は10．2％であった．調査期間中を通じて可溶性固形

物含量は全糖含量より2～2．5％高い値を示した．一方，

還元糖含量は，10月5目に最高のτ6％となり，以後漸

減し，従って成熟が進むにつれて全糖中に占める還元糖

の割合は低下した．最終目の全糖含量中の還元糖の比率

は67．5％であった．

e．遊離酸含量および食味

　第4図上段に示すように，遊離酸含量は9月30目に最

高のo．459／100ccとなり，以後減少に転じた．とくに
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第4図‘コールテソ・テリ：■ヤス’果実の内的成熟

　　　現象の推移

10月10目以後の減少速度は大きく，20目（最終目）には

o．349／100ccに達した．食味は10月15目に最高の4．7に

なるまで，除袋後緩やかに向上した．しかし，10月20目

には急激に低下して3．3となり，食味の良い期間が著し

く短いことが認められた．

2，‘ふじ’

a　満開期

　‘ゴールデゾとまったく同じであり，満開期は5月2

目，開花始めは4月27目，開花期問は約1週間であっ

た．

b．果重，果径指数および着色程度

　第5図下段に示すように，10月5目（除袋目）から11

月14日（最終目）までの果重の変化は比較的少なく，

2，3の例外を除き，終始350g前後で同種の標準果
　　　　　　10）
重300g前後よりやや重かった．果径指数には期問中

に方向性のある変化は認められなかった．第5図上段に

示すように，着色（表面色）は除袋後増加し続げたが，

とくに1O月20目から25目の間の増加速度が大きかった．

最終目の着色指数は3．9で，この地方での着色状態とし

ては良好であった．

C．果肉硬度およびでんぷん含量

　第6図下段に示すように，果肉硬度は調査期間中の低

下が緩やかで，最終時の調査では13．7ポソドであった．

ヨード反応指数で示したでんぷん含量は，11月4目の

1．3に達するまで緩やかに減少し，その後はほぼ一定で

あった．

d．可溶性固形物および遊離酸含量

　第6図中段の下に示すように，可溶性固形物含量は調

査期問中緩やかな増加を続け，最終時には13．5％となっ
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　　　第6図‘ふじ’果実の内的成熟現象の推移

た．遊離酸含量は，10月10目を除くと，いずれもO．32～

o．359／100ccの範囲内にあり，方向性を有する変化は

認められなかった．

e．蜜発生率および蜜入り程度

　第6図中段の上に示すように，蜜入りは10月30目に始

めて発生し，その後発生率は直線的に増加し，11月9目

には100％となった．蜜入り程度は発生率に並行的に進

行し，11月14目の最終目には3．5となった．

f．食味

　第6図上段に示すように，食味は10月15目と20目の問

に急激に向上して4を越え，その後も緩やかな向上を続

げた．11月4目には最高値5に達し，その後最終目まで

ほぼその状態が続いた．

考　　　　察

　一般に平均気温の高い産地のリソゴほど目持ち性が低
　　6）
いので，山陰地方のリソゴ栽培は観光用および収穫後短

期間内で市場に出荷しあるいは宅配などで直冗するいわ

ゆる即売用を主体としている．貯蔵用の果実では，貯蔵

力がもっとも重視され，完熟前に収穫しなけれぱならな
　｛）

いが，即売用は樹上で完熟近くに達し品種特有の食味を

示す果実を収穫すれぱよい．従って本報で言う収穫適期

とは，樹上の果実がこのような状態にある時期を指して

いる．

　まず‘ゴールデゾについてであるが，食味指数が4

（良好）を越えたのは10月15目であったが，その5目後

には食味が急激に低下した．その主な原因は，果実硬度
　　　　　　　　　　　　　　　7）
がいわゆる“ボケ果’’の範中に入る1O．2ポソドに低下し

たことにあると思われる．遊離酸やでんぷんの減少状況

を見ても，この間に熟度の進行がきわめて急速であった

ことが分る．果実の肥大が除袋後もほぼ直線的に続き，

400g以上の大果であったこともこれらの現象に関連が
　　　　　　　8，9）
あったと思われる．施肥，摘果などに配慮することによ
　　　　　10）
り果重を標準の250～300gに近ずければ，このような

急激な硬度の低下は多少改善されるかもしれない．一方，

1O月15目に比べ10月10目あるいは5目の食味は約4で劣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
ったが，それは主に遊離酸含量がまだ適量にまで減少し

ていなかったためであろう．これらの点から考えると，

今年の‘ゴールデソ’の収穫適期は，10月15目を中心と

した数目問となり，適期の幅がきわめて狭い．とくに適

期を過ぎると急遠に“ボケ果’’になり商品価値がなくな

ってしまうことは注目される．‘ゴールデゾは元来軟化
　　　　　　　　　10）
しやすい品種であるが，暖地という条件はその傾向を助
　　　　　　　　　　　　6）
長することが報告されている．まだ摘果，施肥などに検

討の余地はあるものの，山陰地方の平地でのこの品種の

経済栽培は問題があるように考えられる．なお，10月15

目を収穫適期とすると，これは満開後166目に当たる．

満開目を基準とした‘ゴールデゾの収穫期の目安とし
　　　　　　　9）　　　　10）
ては，156～163日，約160目などがあるが，いずれも東

北で調査されたものである．これらに比べると166日は

少し長いが，リソゴでは，満開目の早い地方ほど成熟ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，11）
での目数が長くなることが認められており，満開目が東

北地方より1O目以上早い当地方としてはほぼ妥当な数字

と思われる．

　‘ふじ’の食味が指数4（良好）を越えたのは10月20目

で，その後も食味は徐々に向上し，11月4目には5（非

常に良好）になり，最終調査目の14目までほぼこの状態
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
が続いた．即売用‘ふじ’果実の収穫時品質の標準指標

（食味；非常に良好，糖度；13．5％以上，ヨード反応；

1～2，蜜入り程度；3以上，硬度；13～15ポソド）と

対比しても，収穫適期は11月4目以降で，最終調査目の

14目までは適期の範囲と考えられる．さらにこの期問中

の各成分の動向＝熟度の進み具合および11月中，下旬の

気温からすると，14目以降もまだ適期の範囲に。入ると推

測される．‘ふじ’はどの産地でも，収穫適期の終りは初
　　　　　　　　　　　　　　　2）
霜の時期により決ると言われている．初霜の時期は，同

じ地方でも地形などいろいろの条件により異なるが，気
　12）
象表によれば，鳥取市で11月26目，松江市で11月20目と

なっている．これらを総合すると，この地方の平地にお
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げる‘ふじ’の収穫適期の終りは11月20～25目と思われ，

適期の幅は‘ゴールデソ’に比べると非常に広い．また
　　　　　　　　　　　　　　　　12）
初霜が1O月中，下旬である東北，長野などと比べ，樹上

に遅くまでおげることが分る。この点は観光用および即

売用として有利と思われる．また果実品質も‘ふじ’の
　　4）
標準値と比較してそれほど遜色なく，‘ふじ’は当地方の

平地でも推奨できる品種と考えられる．なお，収穫適期

を11月4目より25日とすると，これは満開日より186目

～201目となる．石川より青森までの各地におげる　6ふ

じ’の収穫盛期までの満開後目数は，最高202日　（石川

農試）より最低176目（青森畑作試験地）まで変異があ

り，寒冷地ほど短く，満開期の早晩と満開後目数との問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
には明確な負の相関があることが認められている．当地

の収穫盛期は11月14目ごろと考えられるので，これは満
　　　　　　　　　　2）
開後196日となる．福田の示す‘ふじ’の満開目と満開後

目数の回帰式ツ＝199．6－1．07κ（κ＝4月26日をOと

した満開目，ツ＝満開後目数）に当地の満開目5月2目

を代入すると，満開後日数は193．2日となり，前述の目

数とかなり近い．

　以上の通り，本調査で山陰地方の平地におげる‘ゴー

ルデソ’および‘ふじ’の収穫適期のおおよその目安は

判明したが，開花期，成熟日数ともにその年の気象の影
　　　　　　2，6，11）
響を受げるので，より正確なものにするには，さらに調

査を重ねる必要がある．また，当地方でも標高の高い中

山問地域で栽培された場合は，収穫適期が異なることが

予想されるので，これらの地域での調査も別途に行うこ

とが必要である．

摘　　　　要

　山陰地方の平地におげるリソゴ‘ゴールデゾ（中生）

および‘ふじ’（晩生）の貝口売用果実の収穫適期を明らか

にするため，成熟過程におげる果実の諸形質（果色，硬

度，蜜入り程度，果肉中のでんぷん，糖，酸含量，食味

など）の変化を調査した．

　‘ゴールデゾの収穫適期は10月15目を中心とする数目

問で，適期の幅がきわめて狭かった．この期間を過ぎる

と果肉が急激に軟化し，‘‘ボケ果”となり商品価値が著

しく低下した．なお，1O月15目は満開後166目目であっ

た．

　‘ふじ’の収穫適期は，11月4目以降で，最終調査日の

11月14目までは適期の範囲であった．さらに，この期問

中の各果実成分の動向，この季節の気象などより，11月

25目ごろまでは適期の範囲と考えられ，‘ゴールデゾに．

比べ適期の幅が著しく広かった．なお適期を11月4～25

目とすると，満開後186～201目目であった．また果実品

質は，‘ふじ’の標準値と比ぺほとんど遜色なかった．
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